
超高精細度テレビジョン放送に関する動向 

平成２５年６月５日 

参考資料２ 
（資料UHD作1-3） 



超高精細度テレビジョン放送システムに関する技術的条件の検討について 

○ 2K（1,920×1,080）によるテレビジョン放送は、関係省令において、「高精細度テレビジョン放送」と規定※１。 

○ ITUでは、 2006年に、4K（3,840×2,160）及び8K（7,680×4,320）の2種類の映像フォーマットを大画面デジタル映像用として採用
する勧告※２を策定。2012年には、4K及び8Kによるテレビジョン放送について、超高精度テレビジョンシステム（Ultra-High 
Definition Television Systems）として映像形式（画素数、フレーム周波数、色域 等）に関する勧告※３を策定し、国際標準化。 

○ 上記を踏まえ、4K及び8Kによるテレビジョン放送を「超高精細度テレビジョン放送」として、技術的条件の検討を開始。 

○ 具体的には、周波数使用条件、伝送路符号化方式、情報源符号化方式、多重化方式等について、技術的条件を策定する予定。 

解像度 現在の状況 

２Ｋ 高精細度テレビジョン放送（ＨＤ） 

４Ｋ 映画、カメラ、プロジェクタ 
（デジタル制作・配信） 

８Ｋ パブリックビューイング 等 
 

約２００万画素 
1,920×1,080 
＝ 2,073,600 

約８００万画素 
3,840×2,160 
＝ 8,294,400  

約３，３００万画素 
7,680×4,320 
＝33,177,600 

※1 電波法施行規則等において、有効走査線数が720本（走査方式：順次）、1080本（走査方式：１本おき）のものを高精細度テレビジョン放送と規定 
※2 Rec. ITU-R BT.1769, “Parameter values for an expanded hierarchy of LSDI image formats for production and international programme exchange”(2006) 
※3 Rec. ITU-R BT.2020, “Parameter values for ultra-high definition television systems for production and international programme exchange”(2012) 

２Ｋと比べて４倍 

２Ｋと比べて１６倍 
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スーパーハイビジョン（４Ｋ／８Ｋ）の放送サービスについては、当面の対象伝送路として、 

 ① 周波数の活用が相対的には容易な東経124/128度ＣＳ 
 ② ケーブルテレビ、ＩＰＴＶ 
 ③ 現行サービスとの両立が容易な東経110度ＢＳ右旋 
 ④ 東経110度ＣＳ左旋など新たに開拓される伝送路 

などを活用。 

〔 衛星放送全体における各伝送路の役割（２Ｋ／４Ｋ／８Ｋ） 〕 

伝送路 役  割 

124/128度ＣＳ 
（現行） 

・ これまでも、他の衛星メディアに先駆けて３Ｄ等先進的なサービスに対応。引き続き、先進的、専門的、多様な放送番組
を提供することを通じて、多様な視聴者ニーズに応えていくことを期待。 

・ ４Ｋを始め、今後開発が想定される新たな圧縮技術に対応した放送やスマートテレビにおける新たな放送連動アプリの
トライアル等の先行的な実施を想定。 

110度ＣＳ 
右旋（現行） ・ 現在三波共用機で視聴している幅広い視聴者に対し、地上波並みの高画質（２Ｋ）を中心に、多様なチャンネルを提供。 

左旋（予定） ・ ４Ｋ／８Ｋを中心に、幅広い視聴者に対し、多様なチャンネルを提供することを想定。 

110度ＢＳ（現行） ・ 現在三波共用機で視聴している幅広い視聴者に対し、８Ｋを含め、可能な限り高画質のチャンネルを提供。 

■ 伝 送 路 

※ ロードマップを踏まえ、取組をさらに加速・推進していく際、特に次の３点について配意することが重要 
   ① 円滑な普及の促進 
   ② 技術進歩の活用と経営判断の尊重 
   ③ 次世代スマートテレビと一体となった普及の促進 

○ スーパーハイビジョン（４Ｋ／８Ｋ）について、関連する技術の実用化が昨今急速に進展し、特に４Ｋについては、映画等の分野で関連機器
やコンテンツの市場投入が活発化。新たな映像符号化方式も国際標準化。一方、諸外国でも４Ｋ放送に向けた取組が進んでいる。 

○ こうした状況の中で、スーパーハイビジョンによる放送を早期に実現し、新たな放送コンテンツとサービスの創造を通して、国際社会におけ
る映像文化の発展を牽引していくためには、可能な限り具体的な取組を記したロードマップの策定が必要。また、テレビ受信機メーカ等放送
関連産業の国際競争力の強化を図るためには、世界に先駆けて放送サービス及び受信機の普及を進めることが不可欠。 

○ このため、総務省では、「放送サービスの高度化に関する検討会」（座長：須藤 修 東京大学大学院情報学環長・教授）を開催し、同検討会
に「スーパーハイビジョンＷＧ」（主査：伊東 晋 東京理科大学理工学部教授）を設置して検討を進め、伝送路、時間軸、導入主体等を踏まえ、
放送事業者や受信機メーカー等が取り組むべき目標と時期を定めたロードマップをとりまとめた。 

放送サービスの高度化に関する検討会 スーパーハイビジョンに関する検討結果（概要）① 

 ※ロードマップから抜粋 
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○ 映像符号化方式、フレーム周波数、変調方式等の技術事項については、衛星基幹放送における電波の利用に関するものを中心に、2014年３月までに
技術的条件として具体化した上で、同年６月までに、具体化された事項を前提として所要の技術基準の整備を図る。 

○ 放送の初期段階においては、関係者が協力して推進体制を整備し、人的・資金的リソースの集約を図ることが必要。 
  本年５月２日、放送事業者、受信機メーカ等の関係事業者が参加した組織である「一般社団法人 次世代放送推進フォーラム」が設立。当面はこうした体制の

下に、一のチャンネル運営に必要な技術、設備、コンテンツ、それら技術・設備の運用ノウハウやコンテンツ制作ノウハウ等の確保を図っていくことが望ましい。 

○ 上記の「オールジャパン」の推進体制による放送が行われる過程で、 ４Ｋ／８Ｋコンテンツの放送に関わる技術やノウハウ等の一定の蓄積が行われた段階で
は、個々の放送事業者によって多様な４Ｋ／８Ｋコンテンツが放送されていくことが望ましい。具体的には、2016年までには４Ｋのコンテンツ、2020年までには８Ｋ
のコンテンツについて、個別の放送事業者による提供が開始されることを期待。 

■ 時 間 軸 

２０１４年 
（ブラジル（リオデジャネイロ）・ワールドカップの開催年） 

〔可能な限り早期に、関心を持つ視聴者が４Ｋを体験できる環境を整備。〕 

      〔衛星〕 ・ 124/128度ＣＳを活用。ＳＴＢ等を通じ、希望する視聴者が、自宅や量販店等で視聴可能な環境を整備を目指す。 

    〔ケーブル〕 ・ ケーブル網での放送については、今後の放送関連技術の策定や衛星による試行的放送の準備状況をにらみながら、同時期に開始できるように準備を進める。 

      〔ＩＰＴＶ〕 
・ ＶＯＤサービスを2014年早々に試行的に開始。 

・ ＩＰ放送サービスについては、今後の放送関連技術の策定や衛星による試行的放送の準備状況をにらみながら、同時期に開始できるように準備を進める。 

２０１６年 
（リオデジャネイロ・オリンピックの開催年） 

〔可能な限り早期に、関心を持つ視聴者が８Ｋを体験できる環境を整備。〕 

      〔衛星〕 

・ 124/128度ＣＳに加え、110度ＣＳの左旋等の活用を想定。 

・ ８Ｋについては、ＳＴＢ等を通じ、希望する視聴者が、自宅や量販店等で視聴可能な環境整備を目指す。 

・ ４Ｋについては、より多くの視聴者が、ＳＴＢ等を通じ、より多様な放送番組を自宅で視聴可能な環境を整備することを目指す。 

２０２０年 
（オリンピックの開催年） 

〔希望する視聴者が、テレビによって、４Ｋ／８Ｋの放送を視聴可能な環境を実現。〕 

      〔衛星〕 

・ 124/128度ＣＳ及び１１０度ＣＳの左旋に加え、１１０度ＢＳ右旋等の活用を想定。 

・ ４Ｋ／８Ｋ双方の放送が視聴可能なテレビを通じ、より多くの視聴者が、自宅等で、より多様な４Ｋ／８Ｋの放送番組を視聴可能な
環境整備を目指す。 

■ 実施・推進の主体 

 ※ロードマップから抜粋 

放送サービスの高度化に関する検討会 スーパーハイビジョンに関する検討結果（概要）② 
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デジタル放送開始(平成15年12月) ▲ 

 昭和５年 
（1930） 

   ▲ 
 白黒開始     
 (昭和28年) 

   ▲ 
   音声多重開始 
     (昭和57年) 

 ▲ 
  カラー開始  
   (昭和35年) 

   ▲ 
放送開始 

(平成元年6月) 

▲デジタル放送開始(平成12年12月) 

   ▲ 
放送開始 

(平成4年4月) 

▲デジタル放送開始(平成8年6月) 

    ▲ 
データ多重開始 
 (平成8年10月) 

 ▲ 
文字多重開始  

       (昭和60年) 

  ▲ 
放送開始 
(昭和30年) 

     ▲ 
自主放送開始  

(昭和38年) 

▲アナログ放送終了(平成10年9月） 

                   ▲ 
    アナログ放送終了(平成23年7月) 

           ▲ 
    アナログ放送終了(平成23年7月) 

▲デジタル放送開始(平成10年7月) 

 昭和25年 
（1950） 

 昭和45年 
（1970） 

 平成2年 
（1990） 

デジタル放送 

アナログ放送 

アナログ放送 

デジタル放送 

アナログ放送 

デジタル放送 

アナログ放送 

デジタル放送 

 平成12年 
(2000） 

 平成22年 
（2010） 

※岩手県、宮城県、福島県は平成24年3月 
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テレビジョン放送のデジタル化の経緯 

【ＢＳ放送】 

【東経１１０度ＣＳ放送】 デジタル放送 

【東経１２４／１２８度ＣＳ放送】 

▲デジタル放送開始(平成14年3月) 



超高精細度テレビジョン放送関連の標準化動向 

（１） ITU-T・ISO/IECにおいて、超高精細度テレビジョン放送システムの中核技術の一つである新たな映像符号
化方式（HEVC）の標準化が進められ、ITU-Tにおいて2013年4月に勧告化。 

（２） ISO/IECにおいて、通信・放送の連携を想定した多重化方式（MMT）の標準化が審議中、今年中に方式が
確定する見込み。 

（３） ITU-Rにおいて、超高精細度テレビジョン放送の映像フォーマット（4K・８K）について、2012年８月に勧告化。
今後は映像・伝送符号化方式等の標準化に着手予定。 

○ ITU-R（国際電気通信連合無線通信部門） SG6（第６研究委員会）のWP6C（番組制作等） 

 ・2008年      超高精度テレビジョン放送の映像フォーマット※（4K、8K）の審議を開始 

 ・2012年 8月  勧告 BT.2020 （4K、8K）承認 

■ 映像・符号化方式（HEVC）の標準化  〔ITU-T・ISO/ IEC〕 

■ 超高精細度テレビ映像フォーマットの標準化〔ITU-R〕 

※ 画素数、フレーム周波数、色域等 

○ ITU-T（国際電気通信連合電気通信標準化部門） SG16（第16研究委員会）及び 
    ISO/IEC（国際標準化機構/国際電気標準会議） JTC1（第１合同技術委員会） SC29（第29分科委員会） 

 ・2008年    HEVCの審議を開始 

 ・2013年 4月  勧告 H.265 承認 

■ 多重化方式（MMT）の標準化〔ISO/IEC〕 

 ・2009年      MMTの審議を開始 

 ・2013年 1月   2nd CD発行 

 ・2013年10月   FDIS予定 
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広帯域伝送方式と高度広帯域伝送方式（ＢＳ・ＣＳ） 

衛星 

受信装置 送信装置 

伝送容量の増大・圧縮率の向上 

HD放送 2ch／中継器  HD放送 4ch以上／中継器 

ＢＳデジタル放送及びＣＳデジタル放送（34.5MHz帯域幅を使用するもの）において、多チャンネルＨＤ放送を実現するため、
当該放送方式の高度化のための技術的条件について平成19年３月に情報通信審議会に諮問。平成20年７月に答申。
これに基づき、電波監理審議会への諮問・答申を経て、所要の規定を整備。 
 

（4Kの映像入力フォーマットや16APSK等の多値変調方式については、今後適用可能となるものとして技術基準としていない） 

34.5MHz衛星中継器１本に多重可能なHD放送の
チャンネル数 ： 2ch程度 

広帯域伝送方式 

34.5MHz衛星中継器１本に多重可能なHD放送の
チャンネル数 ： 4ch以上 

高度広帯域伝送方式 

広帯域伝送方式（ISDB-S＋MPEG-2） 

 1中継器当たりの伝送容量： 最大約52Mbps 

 フルHD放送1chの映像ビットレート： 約22Mbps 

 ⇒ 52Mbps÷(22Mbps+4Mbps)/ch = 2ch 

高度広帯域伝送方式（高度BS/高度広帯域CS＋H.264） 

 1中継器当たりの伝送容量： 最大約70Mbps※ 

 フルHD放送1chの映像ビットレート： 約13Mbps 

 ⇒ 70Mbps÷(13Mbps+4Mbps)/ch = 4ch 
       ※変調方式：8PSK、符号化率：3/4の場合 
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○ CSデジタル放送（東経110度CSデジタル放送等を除く）において、HD放送による多チャンネル化を推進し、視聴者サービス
の向上を図るため、当該放送方式の高度化のための技術的条件について、平成17年10月に情報通信審議会に諮問。 
平成18年7月に答申。これに基づき、電波監理審議会への諮問・答申を経て、所要の規定を整備。 

○ 伝送路符号化方式をDVB‐SからDVB-S.2に、映像符号化方式をMPEG-2からH.264に変更。 

通信衛星 

受信装置 送信装置 

伝送容量の増大・圧縮率の向上 

 HD放送 1ch／中継器  HD放送 3ch／中継器 

27MHz衛星中継器１本に多重可能なHD放送の
チャンネル数 ： 1ch程度 

狭帯域伝送方式 

27MHz衛星中継器１本に多重可能なHD放送の
チャンネル数 ： 3ch程度 

高度狭帯域伝送方式 

狭帯域伝送方式（DVB-S＋MPEG-2） 

 1中継器当たりの伝送容量： 約29Mbps 

 HD放送1chの伝送容量： 約22Mbps 

 ⇒ 29Mbps÷22Mbps/ch≒1ch 

高度狭帯域伝送方式（DVB-S.2＋H.264） 

 1中継器当たりの伝送容量： 最大約45Mbps 

 HD放送1chの伝送容量： 約13Mbps 

 ⇒ 45Mbps÷13Mbps/ch≒3ch 

狭帯域伝送方式と高度狭帯域伝送方式（ＣＳ） 
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地上 

ＢＳ ＣＳ 

広帯域伝送方式 
高度広帯域 

伝送方式 
狭帯域伝送方式 

高度狭帯域 

伝送方式 
広帯域伝送方式 

高度広帯域 

伝送方式 

使用周波数帯 UHF帯 11.7～12.2GHz 12.2～12.75GHz 

伝送帯域幅 5.7MHz 34.5MHz 34.5MHz   27MHz 27MHz   34.5MHz 34.5MHz 

変調方式※１ 

（DQPSK,） 
QPSK,16QAM, 

64QAM 

BPSK, QPSK, 
TC8PSK 

π/2シフトBPSK, 
QPSK, 8PSK 

QPSK BPSK,8PSK 
BPSK, QPSK, 

TC8PSK 
π/2シフトBPSK, 

QPSK, 8PSK 

変調速度 ---- 28.86Mbaud 32.5941Mbaud ---- ---- 28.86Mbaud 32.5941Mbaud 

情報レート 
（標準レート） 

約18Mbps 
64QAM, 3/4, 
ガード比:1/8 

※ 最大約23Mbps 

最大約52Mbps 

（TC8PSK, 2/3） 
最大約70Mbps 約29Mbps 最大45Mbps 

最大約52Mbps 

（TC8PSK, 2/3） 
最大約70Mbps 

誤り訂
正方式 

内符号 畳込符号化※１ 
畳込符号化※１ 

又はTC（2/3） 
LDPC※２ 畳込符号化※１ LDPC※３ 

畳込符号化※１ 

又はTC(2/3) 
LDPC※２ 

外符号 短縮化RS※４ 短縮化RS※４ BCH短縮化※５ 短縮化RS※４ BCH 短縮化RS※４ BCH短縮化※５ 

スクランブル方式 ＭＵＬＴＩ２ 

多重化方式 MPEG-2 Systems 
MPEG-2 Systems 

TLV 
MPEG-2 Systems 

MPEG-2 Systems 
TLV 

映像符号化方式 MPEG-2 H.264 MPEG-2 
MPEG-2 

又はH.264 
MPEG-2 H.264 

音声符号化方式 MPEG-2 AAC MPEG-2 AAC※６ MPEG-2 AAC※７ MPEG-2 AAC MPEG-2 AAC※６ 

映像入力フォー
マット 

480/I,480/P,720/P,1080/I 
480/I,480/P, 

1080/I,1080/P 
480/I,480/P,720/P,1080/I 

480/I,480/P, 

1080/I,1080/P 

色域 ITU-R BT.709 IEC 61966-2-4 ITU-R BT.709 IEC 61966-2-4 

※１ 符号化率 1/2, 2/3, 3/4, 5/6, 7/8 
※２ 符号化率 1/3, 2/5, 1/2, 3/5, 2/3, 3/4, 4/5, 5/6, 7/8, 9/10 ただし、8PSKは3/4以下 
※３ 符号化率 3/5, 2/3 

※６ 最大入力音声チャンネル数は22.2 
※７ MPEG-2 Audio BCも使用可能 

           デジタルテレビジョン放送方式の比較① 
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「標準テレビジョン放送等のうちデジタル
放送に関する送信の標準方式」より 

※４ 短縮化リードソロモン(204,188) 
※５ BCH（65535, 65343）短縮化 



       デジタルテレビジョン放送方式の比較② （これまでの答申と規定） 

地上 

ＢＳ ＣＳ 

広帯域伝送方式 
高度広帯域 

伝送方式 
狭帯域伝送方式 

高度狭帯域 

伝送方式 
広帯域伝送方式 

高度広帯域 

伝送方式 

答申 

地上デジタル 
放送方式の 
技術的条件 

（1999年5月） 

11.7GHzを超え
12.2GHz以下の 
周波数の電波を
使用する衛星デ
ジタル放送方式
の技術的条件
（1998年2月） 

衛星デジタル 
放送の高度化 
に関する 
技術的条件 

（2008年7月） 

12.2～12.75GHz
を使用する 
衛星デジタル 

放送方式（27MHz
帯域幅を使用 
するもの） 
の技術的条件 
（1995年7月） 

 
12.2～12.75GHz

を使用する 
衛星デジタル 

放送方式（27MHz 
帯域幅を使用 
するもの） 

における高精細
度テレビジョン
放送等導入のた
めの技術的条件 
（1998年10月） 

CSデジタル放送
（広帯域伝送方
式を除く。） 
の高度化 
に関する 
技術的条件 

（2006年7月） 

12.2～12.75GHz
を使用する 

衛星デジタル放
送方式（34.5MHz
帯域幅を使用す

るもの） 
の技術的条件 
（2000年2月） 

衛星デジタル 
放送の高度化 
に関する 
技術的条件 

（2008年7月） 
 

標準テレビジョ
ン放送等のうち
デジタル放送に
関する送信の標
準方式 

第三章 
第五章 
第二節 

第五章 

第三節 

第六章 

第二節 

第六章 

第四節 

第六章 

第三節 

第六章 

第五節 

ISDB-T ISDB-S DVB-S DVB-S2 ISDB-S 
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映像フォーマットの比較 

標準テレビジョン放送 高精細度テレビジョン放送 

走査線数 ５２５本 ５２５本 ７５０本 １１２５本 

有効走査線数 ４８３本 ４８３本 ７２０本 １０８０本 

走査方式 １本おき 順次 順次 １本おき 

フレーム周波数 30/1.001Hz 60/1.001Hz 60/1.001Hz 30/1.001Hz 

画面の横と縦の比 １６：９又は４：３ １６：９ １６：９ １６：９ 

○ 地デジ、広帯域伝送方式（ＢＳ・ＣＳ）、狭帯域・高度狭帯域伝送方式（ＣＳ） 

○ 高度広帯域伝送方式（ＢＳ・ＣＳ） 

標準テレビジョン放送 高精細度テレビジョン放送 

走査線数 ５２５本 ５２５本 １１２５本 １１２５本 

有効走査線数 ４８３本 ４８３本 １０８０本 １０８０本 

走査方式 １本おき 順次 １本おき 順次 

フレーム周波数 30/1.001Hz 60/1.001Hz 30/1.001Hz 60/1.001Hz 

画面の横と縦の比 １６：９ １６：９ １６：９ １６：９ 

10 

「標準テレビジョン放送等のうちデジタル
放送に関する送信の標準方式」より 



ＣＳデジタル放送 
（高度狭帯域伝送方式） 

ＢＳデジタル放送 
（広帯域伝送方式） 

衛星デジタル放送の高度
化に関する技術的条件 

主な特徴 

ロールオフ率 0.2 0.35 0.1 
・ロールオフ率を小さくし、高シン
ボルレート化による伝送容量の
拡大 

シンボルレート 
23.3037 Mbaud 

（帯域幅：27MHz） 

28.86 Mbaud 

（帯域幅：34.5MHz） 

32.5941 Mbaud 

（帯域幅：34.5MHz） 

・高シンボルレート化による伝送
容量の拡大 

最大伝送容量※1 約45Mbps 約52Mbps 約70Mbps ・8PSK、符号化率3/4の場合 

変 調 方 式 8PSK BPSK、QPSK、TC8PSK 
π/2シフトBPSK、QPSK、

8PSK、16APSK※2、
32APSK※2 

・多値変調方式による伝送容量
の拡大 

誤り訂正 

方式 

内符号 LDPC 畳込み符号化 LDPC 
・符号化利得の高い誤り訂正方
式であるLDPC符号の導入 

外符号 BCH 
短縮化リードソロモン 

（204、188） 

BCH（65535, 65343） 

短縮化 

安定な伝送制御 

（緊急警報放送起動、ｻｲﾄﾀﾞｲ
ﾊﾞｰｼﾃｨ告知等） 

△ 
BBHEADER 
PLHEADER 

○ 

TMCC 

○ 

TMCC 

・制御情報が強耐性の伝送方式
で伝送されるため、安定な伝送
制御が可能 

多重化方式 MPEG-2 Systems MPEG-2 Systems、TLV 
・IPパケットなど種々の可変長パ
ケットを効率的に伝送可能な多
重化方式を導入 

映像符号化方式 H.264 MPEG-2 Video H.264 ・H.264導入による圧縮率の向上 

映像入力フォーマット 480/I、480/P、720/P、1080/I 
480/I、480/P、1080/I、

1080/P、2160/P※3 ・1080/Pを導入 

前回答申の主な特徴と他方式との比較 

※1 正味の情報レート（188バイトTS伝送レート） 
※2 今後の周辺技術の進展により適用が可能となる方式 
※3 今後のサービス提供上の環境が整うことにより適用が可能となる映像入力フォーマット 

TMCC：Transmission and Multiplexing Configuration Control 
BBHEADER：Base Band Header 
PLHEADER：Physical Layer Header 11 



今後の想定スケジュール 

情通審 
放送システム

委員会 

技術基準等
の整備 

５月 

審議 
開始 

要求条件
検討 技術的条件検討 

３月 

情通審 
一部答申 

４月 ５月 

省令告示案 
パブリックコメント 

６月 

電監審 
諮問答申 

民間標準規格の検討 

2013年 2014年 

超高精細度テレビジョン放送システム作業班（随時開催） 
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【参考①】 国際規格の標準化動向 －伝送方式－ 

方 式 規 格 ・ 勧 告 備 考 

DVB-S  

 ITU-R RECOMMENDATION BO.1211 (1995) 

   “Digital multi-programme emission systems for television,  
    sound and data services for satellites operating in the  
    11/12 GHz frequency range" 

○ DVB-Sの技術仕様 

ISDB-S 

 ITU-R RECOMMENDATION BO.1408-1 (1999-2002) 

   "Transmission system for advanced multimedia services  
    provided by integrated services digital broadcasting in a  
    broadcasting-satellite channel" 

○ ISDB-Sの技術仕様 
（2002年には、比較が必要との脚注を削除） 

DVB-S 
ISDB-S 
DirecTV 

PrimeStar 

 ITU-R RECOMMENDATION BO.1516 (2001) 

   "Digital multiprogramme television systems for use by  
    satellites operating in the 11/12 GHz frequency range"  

○ DVB-S、ISDB-S、米国方式の比較表 

DVB-S.2 

ITU-R RECOMMENDATION BO.1784 (2007) 

   “Digital satellite broadcasting system with flexible configuration  
  (television, sound and data)"  

○ DVB-S.2方式とBO.1516（DVB-S、 
ISDB-S、米国方式）との比較表 
（2007年1月にPSAAで承認） 
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【参考②】 国際規格の標準化動向 －映像符号化方式－ 

方 式 規 格 ・ 勧 告 備 考 

H.262 
MPEG-2 

Video 

 ISO/IEC 13818-2:2000 

   “Information technology, Generic coding of moving  
  pictures and associated audio information  
  – part 2: Video” 
 ITU-T Rec. H.262(2000) 

○ ITU-T及びISO/IECで共通内容を規格化 

○ 先発各国のデジタル放送規格として利用中 

MPEG-4 
Visual 

 ISO/IEC 14496-2:2004 

   “Information technology, Coding of audio-visual objects  
  - part 2:  Visual” 

○ デジタル放送での利用例なし 

H.264 
MPEG-4 

AVC  

 ITU-T Recommendation H.264 (2003) 

   "Advanced Video Coding for generic audiovisual services“ 

 ISO/IEC 14496-10:2005 

   "Information technology, Coding of audio-visual objects  
  - part 10: Advanced Video Coding"  

○ ITU-T及びISO/IECで共通内容を規格化 

○ 後発各国のデジタル放送規格として利用中 

○ 高度狭帯域伝送方式（CS）、高度広帯域伝送
方式（BS、CS）、ワンセグの符号化方式に採用 

H.265 
MPEG-H 

HEVC 

 ITU-T Recommendation H.265 (2013) 

  “High Efficiency Video Coding” 
 ISO/IEC 23008-2:2013 
  “Coding of Moving Pictures and Audio part 2  High  
  Efficiency Video Coding” 

○ ITU-T及びMPEGで規格化 
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【参考③】 国際規格の標準化動向 －音声符号化方式－ 

方 式 規 格 ・ 勧 告 備 考 

MPEG-1 
 ISO/IEC 11172-3:1993 (Cor 1:1996) 
   “Information technology -- Coding of moving pictures and associated audio 
    for digital storage media at up to about 1.5 Mbit/s – Part 3: Audio” 

○ 欧州等でのDAB、DVB音声の放送規格等
に適用 

MPEG-2 
BC 

 ISO/IEC 13818-3:1998 
   “Information technology, Generic coding of moving pictures and associated audio information  
    – Part 3: Audio” 

○ MPEG-1 Audioのマルチチャンネル拡張版 

○ 日本の狭帯域CSデジタル放送規格に適用 

MPEG-2 
AAC 

 ISO/IEC 13818-7:2006 
   “Information technology, Generic coding of moving pictures and associated audio information  
    – Part 7: Advanced Audio Coding (AAC) ” 

○ 日本のデジタル放送規格に適用 

○ MPEG-4 Audioの基本部であるAAC符号化
と共通 

○ SBR符号化の拡張のため、シンタックス部
に定義を追加 

MPEG-4 
 ISO/IEC 14496-3:2009  
   “Information technology, Coding of audio-visual objects - part 3: Audio” 

      

○ DRM†のデジタル放送規格に適用 

○ AACやTwinVQのオーディオ符号化、CELP
のスピーチ符号化などから構成。SBR符号
化を規定 

MPEG-D 
(MPEG 

Surround) 

 ISO/IEC 23003-1:2007  
   “Information technology – MPEG audio technologies – part 1: MPEG Surround” 

○ 2chダウンミックス信号と補助情報を送り、
再生側で5.1chを疑似的に再現する方式。
日本のマルチメディア放送に採用 

MPEG-D 
（USAC） 

 ISO/IEC 23003-3:2012  
   “Information technology – MPEG audio technologies – part 3: Unified speech and audio coding” 

○ 特に、低ビットレートでスピーチの音質を改
善する方式 

MPEG-H 
3D-Audio 

 ISO/IEC 23008-3  
   “Information technology – High efficiency coding and Media delivery in heterogeneous  
  environments – part 3: 3D-Audio” 

○ 2020年の標準化をターゲットに現在審議中
の音声符号化方式 

 

AC-3   ATSC Document A/52B (2005)  
   “Digital Audio Compression Standard (AC-3, E-AC-3) Revision B“  

○ 米国のATSCデジタル放送規格を基に、
ITU-Rで勧告化 

†  ITU-R Rec.BS.1514 “System for digital sound broadcasting in the broadcasting bands below 30 MHz“ には、Annex1 DRMの符号化としてMPEG-4 Audioを記載。 15 



パラメータ UHDTV（Rec. ITU-R BT.2020） HDTV（Rec. ITU-R BT.709-5） 

映像アスペクト比 １６：９ １６：９ 

画素数（水平×垂直） ７，６８０×４，３２０、３，８４０×２，１６０ １，９２０×１，０８０ 

フレーム周波数(Hz) 
１２０、６０、６０／１．００１、５０、 

３０、３０／１．００１、２５、２４、２４／１．００１ 
６０、６０／１．００１、５０、３０※、 

３０／１．００１※、２５※、２４、２４／１．００１ 

走査方式 順次（Progressive） 順次（Progressive）、一本おき（Interlace）※ 

輝度・色差信号の画素構造 ４：４：４、４：２：２、４：２：０ ４：２：２ 

量子化ビット数 １０ビットまたは１２ビット ８ビットまたは１０ビット 

表色系 
（三原色、基準白色） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

色度座標（CIE, 1931） ｘ ｙ 

赤（R） 0.708 0.292 

緑（G） 0.170 0.797 

青（B） 0.131 0.046 

色度座標（CIE, 1931） ｘ ｙ 

赤（R） 0.640 0.330 

緑（G） 0.300 0.600 

青（B） 0.150 0.060 

基準白色 ｘ ｙ 

D65（昼光色相当） 0.3127 0.3290 

 【参考④】 UHDTVとHDTVの主な映像パラメータの比較 （ITU-R勧告） 
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